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平成22年２月15日（月） 

      

（午後１時00分 再開）  教育長。 

○議長（中西峰雄君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

〔教育長（森本國昭君）登壇〕 

○教育長（森本國昭君）辻本議員のご質問に

お答えをいたします。  日程に従い、一般質問を行います。 

 順番４、12番 辻本君。  橋本市における平成21年度の児童生徒の体

力・運動能力調査の結果は、残念ながら県下

30市町村の中で、小学校は25位、中学校は24

位という結果でございました。全国平均値を

50とした場合の橋本市のスコアは、小学校で

48.3、中学校で45.8で、昨年に比べ、小学校

においては若干、1.6下がっており、中学校は

横ばいという状況でございます。 

〔12番（辻本 勉君）登壇〕 

○12番（辻本 勉君）ただ今、議長のお許し

をいただきましたので、一般質問を行います。 

 今回の一般質問につきましては、昨年の３

月の定例会においてもやらせていただいたん

ですけども、たまたま過日、新聞報道があり

ましたので再度やらせていただきます。本市

児童生徒の体力についてであります。昨年は

学力と体力、両方出ていましたので両方やっ

たんですけども、今回、体力テストの結果の

ほうしか確認できておりませんので、体力に

ついてをやりたいと思います。 

 種目別に見ますと、小学校では上体起こし、

長座体前屈、50ｍ走、ボール投げ、立ち幅跳

びについてはほぼ全国平均並みで、握力、持

久走、シャトルラン、反復横跳びに課題があ

ります。また、中学校におきましては、長座

体前屈、ボール投げだけは全国平均並みなの

でございますが、その他の種目におきまして

は平均を下回っております。特に持久走、50

ｍ走は大きく平均値を下回るという結果にな

りました。 

 2009年度の全国体力・運動能力、運動習慣

等調査、いわゆる全国体力テストの結果が過

日発表されました。和歌山県内分の集計につ

いては県教委より２月３日に出されましたが、

小・中学校別、男女別、いずれも和歌山県は

全国47都道府県中30から40台であります。本

市の子どもたちはどうなっておるんでしょう

か。県の状況はあるんですけども、本市のほ

うはちょっとわかりませんので、調査結果を

お聞かせいただきたいと思います。 

 何を行うにも体力がベースになるだけに、

小学校においては行動を調整する能力、さま

ざまな動作の習得を、また、中学校において

は行動を持続する能力、粘り強さをつけてお

く必要があると言われております。このこと

を意識して、学校の教科体育の授業にこれら

の運動を組み入れていくことが欠かせません。 

 そして、今後分析をするとともに、何らか

の対策が必要だと思われます。市教委の考え

方をお尋ねいたします。  分析によりますと、週に３日以上、また１

日の運動実施時間が30分以上の集団ほど体

力・運動能力に効果が現れることからも、教

科体育・保健体育の授業をより一層充実させ

ることが必要になってまいります。これらの

ことを学校現場で意識して取り組むことが肝

 まず、本市児童生徒の実態と問題点につい

て。二つ目は、今後の対策についてというこ

とでお願いいたします。 

○議長（中西峰雄君）12番 辻本君の一般質

問に対する答弁を求めます。 
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要だと考えます。 

 加えて、幼稚園・保育所でも、小学校につ

なげる運動（遊び）を意識して入れていくこ

と、いろいろな遊びに触れさせておくことも

大切であるということを認識し、実践してい

くことが大切です。 

 さらに、健康三原則の面から、家庭や地域

と連携しながら、バランスよく食事をとるこ

と、十分な睡眠時間を確保すること、身体を

動かす機会を増やすこと等により、生活習慣

の改善を図っていくことの大事さを伝えてい

くことも、あわせて大事だと考えております。 

 今後、小学校、中学校の体育連盟にも、こ

の結果を受けて本市としてどう対応するか検

討していくようにいたしたいと思います。 

 具体的な取り組みとして、橋本市では平成

21年度より、全国体力・運動能力、運動習慣

等調査に基づく、子どもの体力向上支援事業

を実施しております。平成21年度６月議会で

予算を承認していただき、城山小学校児童や

保護者を対象に、この事業を国の委託金で行

っているところでございます。 

 この事業の概要は、学校における支援事業、

地域と連帯した支援事業を考えて実施してい

ます。昨年の７月に「橋本市体力向上地域協

議会」を立ち上げ、橋本市教育委員会、体育

指導委員、学校関係者、学校ＰＴＡ、スポー

ツ少年団、和歌山県健康体育課の方を含め、

24名でメニューを検討いたしました。 

 プログラムの内容は、体育用具を活用した

外遊びや、普段から子どもたちで遊べる内容

を紹介し、体験させることにより、運動する

ことの楽しさを伝え、自ら運動に親しむ態度

を養うことといたしました。 

 今年度実施しております概要ですが、低学

年では、いろいろな遊びを通してさまざまな

動きを覚えることで、運動に親しむ態度を育

て、積極的に外遊びをし、体力の向上に努め、

大勢の仲間と遊ぶことによる協調性や思いや

りや人と人とのかかわり合いを学ぶことを重

視し、実施いたしました。 

 また、高学年におきましては、基本的な運

動バランスを向上させるプログラムで運動時

間を増やすことによって体力が向上し、さら

には生活や食習慣の改善につなげられるよう

指導しております。 

 昨年11月29日には、城山小学校全児童とそ

の保護者を対象に、プール学院大学子ども教

育学科の安部恵子准教授の指導のもとに、保

護者向けセミナーと親子でのニュースポーツ

を体験していただきました。終了時のアンケ

ート調査では、とても参考になったという意

見をいただきました。また、今後は子どもと

一緒に運動したり、遊んだりするようにした

いという感想を述べられており、日頃から体

を動かすことの重要性を認識していただけた

と考えております。 

 事業終了後、この成果を有効に活用いたし

まして、城山小学校だけでなく、今後市内の

他の小学校13校へも広げまして、子どもの体

力向上の充実につなげるよう努力してまいり

ますので、よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（中西峰雄君）12番 辻本君、再質問

ありますか。 

 12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）いろいろ答弁いただい

たんですが、昨年、私やらせていただいて答

弁いただいたのとほぼ変わりないといいます

か、国の支援事業がありまして、子ども体力

向上支援事業ということで城山小学校でいろ

いろ実施をされたという、これは大変いいこ

とだと思うんですけども、その他につきまし

ては、昨年の答弁とほとんど変わりのない答

弁をいただいております。 

 体力や学力状況調査の分析を各学校の代表

者とともに進めており、中学校における課題
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を小学校側で受けとめ、指導に生かしていく

べく研究を進めておりますということなんで

すけども、この辺が、いろんな取り組みをさ

れておるんかわかりませんけども、実態は子

どもたちの体力は今答弁ありましたとおり、

小学生ではマイナスになっておる、中学生は

横ばい。中学生はかなり悪いですね、もとも

とがね。悪いので、これ以上落ちようがない

というところにあるんかなと思うんです。 

 昨年の2008年の状況では、かなり、小学生

はまあまあ、女子と男子で28位と30位ぐらい

ですか。中学生はかなり、男子、女子四十何

位、どちらかが46位ぐらいだったと思うんで

す。いろいろ取り組んでいただいておる割に

は、全く橋本市の子どもたちの体力は向上し

てこないという、その辺はどこか問題がある

んかなと思うんですけども、どういう分析を

されて、もう１年以上になりますので、今回

の結果については再度また分析をいただくん

ですけども、前回の分は、やはりきちっと分

析をされておるんではないかと思うんですけ

ども、その辺、分析された結果といいますか、

橋本市の子どもたちの体力はやはり劣ってお

るという実態をどのようにとらえて、どうい

う分析をされたのか、ちょっと答弁いただき

たいんですけど。 

○議長（中西峰雄君）教育長。 

○教育長（森本國昭君）今、議員ご指摘のよ

うに昨年度、20年度の結果も大変悪かったわ

けでございまして、早速その現場の先生方、

校長会等、県の健康体育課の指導主事も交え

まして、いろいろ話し合いをし、指導してい

ただいております。その結果、学校へもおろ

させていただき、いろいろ取り組みもさせて

いただきました。 

 取り組みの内容としては、小体連の会長か

らのお話等を聞きましても、各学校では夏に

は水泳指導に十分取り組めて、全児童が泳げ

るように指導するとか、あるいは陸上記録会

に向けてのいろいろな練習をする中で、そう

いう力をつけた。また、表現運動の指導とい

うことで、ダンス講習もする中でも十分力を

つけたように思うと。それから、ロング休憩

にマラソン、あるいは縄跳び等を取り入れて

実施したようでございます。また、体育の授

業の工夫改善にも取り組むために、研究授業

をしながら先生方が取り組んだようでござい

ますが、その取り組みをしてきましたが、21

年度のこの体力向上に役立っていないという

ことで、ただ首をかしげるばかりであるとい

うことを聞いておるわけですけれども、今後

どういうことをしていくべきなのかと。特に、

小体連では握力あるいは持久走、ボール投げ

の向上をめざす必要がある。その３点が大変

悪いということでございます。結局、現在取

り組んでいる年間運動の目的をはっきりして、

体力向上と目的意識を明示して取り組む必要

があるのではないかということを言っており

ます。 

 教科体育も大変大事でございますが、結局、

児童が運動や体育を好きになり、面白いと思

える授業に工夫の改善が必要であるのではな

いかと。特に、運動が苦手な児童の学習意欲

を高める手段としての友達とのかかわりも、

今後十分検討していく必要があるのではない

かと。また、学習の目当てを設定する、それ

でできた、あるいはうまくいかなかったとい

うことがはっきりわかるようにして、結局、

達成感を大いに味わわせるということを今後

していく必要があるのではないかと。そのた

めには、学習カードを利用して、目標に向か

って努力するように支援したり、評価する場

を多く行い、学習カードの評価、その都度の

声かけや励ましをしていくとか、そういう工

夫をさらに充実していく必要があるのではな

いかと。 
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 体育の時間の運動が、遊びの中でもできる

運動を取り入れたり紹介したりするというこ

とも大事で、また、一番の大事な年間の指導

計画を見直す必要があるなと。早速21年度の

結果を見まして、こういう考察をしていただ

いております。今後、城山小学校で今年度実

施したわけですけれども、その成果も上がっ

ておりますので、また後でその成果を発表さ

せていただきます。 

○議長（中西峰雄君）12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）私は、順位は別に問題

はないと思うんです。順位が何位であろうが、

日本の子どもたちの体力が向上、全体的にレ

ベルアップすればいいので、それからいくと

順位はまあまあというか、問題にしてないん

ですが、小学生、点数がやはりマイナスにな

っているというのが、ちょっとやっぱり問題

があるんかなと。全体がレベルアップして順

位が下がってでも僕は問題ないと思うんです

けども、点数自体が下がっておるというのは、

やはり、この辺はきちっととらまえて対策を

練っていかんとだめではないかなと思います

ので、その辺は十分お願いしておきたいと思

います。 

 それと、この結果なんですけども、前回の

ときもちょっとお話させてもらったんですけ

ども、学力調査があって、これの公表という

のは大変いろんな問題があろうかと思うんで

すけども、体力テストの結果については、こ

れは公表しても僕はいいのではないかなとい

うお話を、前回、昨年の３月にもさせてもら

ったんです。やはり地域みんなで、橋本市の

地域も家庭も学校も含めて子どもたちの体力

をつけていく、子どもたちに健康な体を持っ

てもらうように努力していくというのは大変

大事なことなので、やはりこの体力テストの

結果を教育委員会として市民に知らしめると

いうか、公表するとかというお考えはないん

でしょうか。 

○議長（中西峰雄君）教育長。 

○教育長（森本國昭君）体力テストというの

は何をするにしても基本でございますので、

やはり体力の点については、学校別に公表し

ても別に差し支えないのではないかと。それ

こそ、地域の方々とも協力をしていただきな

がら、体力を向上していくのが大事ですので、

それは公表してもいいと私は感じております。 

○議長（中西峰雄君）12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）少子化になってきまし

て、むちゃくちゃな小規模校になりますと、

その子どもが限定されますので難しい点があ

ろうかと思うんですけども、橋本市はそうい

う実態ではないので、ぜひとも公表していた

だいて、やはり橋本市の子どもたちの劣って

いるところ、体力的に劣っているところを、

みんなで努力して向上させていくということ

につながりますので、ぜひともお願いしたい

と思います。 

 それと、対策のほうなんですけども、これ、

県教委も今後分析するとか、いつも言うてお

るんですけども、今後分析する必要があると

いうことで、これ、昨年も書いてました。今

後分析する必要があるということでね。いつ

でもこれ、分析する必要があるんやけど、な

かなか分析せえへんというのは行政の悪いと

ころなので、本市だけでもきちっと分析をし

ていただいて、取り組んでいただきたいと思

うんですけども、これ、県教委のほうは、2008

年から13の小学校に校庭の芝生化事業という

のをやっているんですね。これ、同僚議員が

いつも質問をしていただいておるんですけど

も、この2009年の結果を受けて、県は2010年

度に６校程度増やしたいということを言うて

おるんです。教員向けの研修とかね。この芝

生化事業を県の予算でやられるんであれば、

橋本市も何らかの形で試験的に、橋本市の子
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どもたちは県下でも体力的に悪いと。24位、

25位なので、特にやっぱり力を入れていただ

くというか、県教委にも力を入れていただい

て、橋本市にもそういう芝生化事業によって

一つでも試験的に小学校に芝生化事業をやっ

ていただけるかどうか。これは強く県に対し

て求めていっていただきたいんですけども、

教育長。 

○議長（中西峰雄君）教育長。 

○教育長（森本國昭君）以前、議員からもそ

ういうご指摘ございまして、研究するという

ことで終わったと思うんですけども、私もそ

の質問あるときに、根来小学校がそういうこ

とをしておりまして、次長と根来小学校に見

に行ったんですけども、根来小学校は運動場

が二つありまして、うちの地域は健全育成の

少年野球をされておるのが多くて、運動場が

ほとんど使っておられる。これで芝生をすれ

ば、少年野球は軟球では大変無理やというこ

とも聞いておりまして、根来小学校は運動場

が二つあるので、それは弊害がないんだとい

うこともあって、それは少年野球もできると

いうことでした。 

 そういうこともあって、いろいろ研究する

ということで終わっておるんですが、運動場

全体にしなくて、庭にでもそういうことをす

ることは可能ではないかなということを考え

ておるんですが、そこへちょっと運動場をす

べて芝生にするということは、健全育成でい

ろいろ少年野球等していただいている方もご

ざいますので、そこらがどうかなということ

を感じるわけでございます。芝生にすれば、

いろいろ運動場で遊ぶ子どもが増えたり、そ

ういうのは確かにあると。確かにそういうこ

とも聞いております。そこら辺、すべてがう

まくいったらそれでいいわけですが、そこら

辺がちょっと考える余地ございますので、一

校でもということでございますけれども、一

度、再度そこら辺を研究させてください。 

○議長（中西峰雄君）12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）いろいろ意見はあると

思うんです。芝生にしてどうのこうのとか、

いろいろあると思うんですけども、やはり県

もそういう形で、和歌山県内の子どもたちの

体力の状況を考えた中で、芝生化事業に取り

組んでおるということなので、橋本市はやは

り特に県下の中でも悪いということなので、

いいことはどんどん取り入れた中でやってい

けるように、予算、大変厳しい財政状況なの

であれなんですけども、これは県の教育委員

会が言うてることだったら県の予算が多分つ

くだろうと思うので、その辺も含めてぜひと

も研究いただいて、橋本市に一校でもそうい

う形をとってもらえたら一番ありがたいなと

思っています。 

 維持管理の問題とか、いろいろ費用がかか

るというか、芝生になりますとかかると思う

んですけども、その辺につきましては、やは

り地域の皆でやっていくと。ボランティアで

維持管理はやっていくんやと。地域の学校と

いうことでボランティアでお願いしてもいい

ですし、その辺も含めて一度早急に検討いた

だいて、県のほうに要望をいただきたいなと

思います。 

 それと、今回、学力は出してないんですけ

ども、昨年のデータからいきますと、やっぱ

り体力と学力というのは比例しているんです

ね。上位の学校というのは、ほとんどが体力

も学力も上位ということになってますので、

下位の学校はどちらも下位ということなので、

やはり体力というか、体が資本やと思います

ので、やはり体力をつけるためにいろんな方

策をとっていただきたいなと思うんです。 

 何で橋本市の子どもたちが体力テストで悪

いのかというのは、本当に先ほど教育長も効

果が出て来んということで悩んでいるという
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話もあったんですけども、ほんまに不思議な

ので、もう少し真剣に分析をしていただいて、

お願いしたいと思います。 

 特に、我々の小さい時分といいますか、以

前はやはり健康な体がまず第一やということ

で、僕らも小さいうちは、もの言うたら、健

全な精神は健全な体に宿るというのか、健康

な体に宿るということで、まず体をちゃんと

しよう、そのためには基本的な生活習慣をき

ちっと身に付けて、そんな中で体力をつけて

いくという、そういうことなので、学力偏重

といいますか、そういう時代になる中で、も

う一度、体というか健康を見直して、子ども

たちに本当にきちっとした体力をつけていた

だいて、そんな中で健全な精神を養っていく

ほうが一番いいんかと思いますので、きちっ

と分析していただいて、先ほど城山小学校の

ええ例が出てきましたので、これは大変すば

らしいことだと思います。教育長は市内全域

に広げていきたいということなんですけども、

そしたらこの事業、22年度で具体的な実施を

する予定といいますか、その辺はおありかど

うかお聞かせください。 

○議長（中西峰雄君）教育長。 

○教育長（森本國昭君）今年度実施させてい

ただきまして、いろいろな成果が上がってお

ります。この21年度の学力、体力の調査をや

りまして、その後、結果が出ました。その後、

城山小学校もいろいろなイベントを行いまし

て、体力テストを実施しております。その結

果、５月はこの検査を行ったわけですが、１

月に城山小学校だけが体力検査を実施しまし

て、結果、全国平均を超えた種目、１回目と

２回目と比べますと城山小男子が６種目、全

国平均を超えました。３種目が全国平均を超

えておったんですけれども、３種目をプラス

して６種目が全国平均を超えました。女子も

６種目全国平均を超えたということで、やは

り大変効果が上がっております。 

 いろいろ結果が出ておりますので、また、

先ほど言わせていただきました親子のセミナ

ーも、やはり意識改革をさらに進める意味で

大変良かったということを聞いておりますの

で、この城山小学校で実施した事業を、来年

はもちろんもう一度城山小、そしてほかの学

校へもさらに進めていきたいと、そういうふ

うに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（中西峰雄君）12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）ありがとうございます。 

 市長の政策で、福祉と教育という大きな二

本柱を立てておられるので、特に教育という

のは、次代の橋本市を担う青少年の育成とい

いますか、担う人を育てるということなので、

大変大事なことなので、こういういいことが

あって、事業をやっていただいて成果が上が

っているのであれば、どんどん予算を計上し

ていただいて、ぜひとも取り組んで頑張って

いただけますようにお願いいたしまして、終

わりたいと思います。 

○議長（中西峰雄君）これをもって12番 辻

本君の一般質問は終わりました。 
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